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ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
込
み

ご
み
と
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

○
平
成
１８
年
度
か
ら
、家
庭
か
ら
の
持
込
み

ご
み
に
つ
い
て
は
、市
内
の
す
べ
て
の
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、事
業
系
の
ご
み
に
つ
い
て
は
、従
来

ど
お
り
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
込
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。

○
５
月
５
日（
金
）は
祝
日
で
す
が
、燃
え
る

ご
み
の
収
集
が
月
・
水
・
金
の
地
区
に
つ
い
て

は
、臨
時
に
燃
え
る
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、燃
え
る
ご
み
に
限
り
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
へ
の
直
接
持
込
み
が
で
き
ま
す
。

搬
入
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
４
時
３０
分

問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所 

廃
棄
物
対
策
課

　
　
　
蕁
６３
―
５
１
４
０

　
各
支
所 

市
民
課 

市
民
生
活
係

　
　
両
津
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
２４
―
１
７
０
０

　
　
佐
渡
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５２
―
３
３
３
６

　
　
南
佐
渡
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
８６
―
２
３
７
３

 

１
　
天
ぷ
ら
油
火
災
は
な
ぜ
起
こ
る
？

　
天
ぷ
ら
油
火
災
の
多
く
は
、天
ぷ
ら
や
揚

げ
物
を
し
て
い
る
と
き
に
、来
客
や
電
話
等

で
そ
の
場
を
離
れ
た
と
き
な
ど
、ち
ょ
っ
と
し

た
油
断
が
原
因
で
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

天
ぷ
ら
油
は
、そ
の
温
度
が
約
３
６
０
℃
か
ら

３
８
０
℃
以
上
に
な
れ
ば
、火
種
が
な
く
て

も
発
火
し
て
燃
焼
を
は
じ
め
ま
す
。
家
庭
で

使
用
す
る
油
量
程
度
の
天
ぷ
ら
油
を
家
庭

用
ガ
ス
こ
ん
ろ
で
加
熱
す
る
と
、約
５
分
で
揚

げ
物
に
適
し
た
温
度（
約
１
８
０
℃
）に
達
し
、

そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
約
１０
分
で
白
煙
が

立
ち
始
め
、約
２０
〜
３０
分
で
発
火
し
ま
す
。

ま
た
、一
度
使
用
す
る
な
ど
、揚
げ
か
す
等
が

あ
る
場
合
に
は
、そ
れ
が
灯
心
と
な
っ
て
２
０

０
℃
近
く
で
発
火
す
る
こ
と
が
あ
り
、加
熱

し
て
か
ら
短
時
間
で
発
火
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

 

２
　
こ
ん
な
原
因
で
も
火
災
に
？

　
紙
製
の
油
吸
着
剤
で
天
ぷ
ら
油
の
処
理

を
し
て
ご
み
袋
に
捨
て
た
と
こ
ろ
、ご
み
袋
が

燃
え
火
災
に
、ま
た
、揚
げ
玉
を
天
ぷ
ら
油

で
大
量
に
揚
げ
、積
み
重
な
っ
た
ま
ま
放
置

し
た
と
こ
ろ
火
災
が
発
生
し
た
等
の
事
例

が
あ
り
ま
す
。

　
原
因
は
、天
ぷ
ら
油
が
熱
い
う
ち
に
紙
製

の
油
処
理
製
品
で
処
理
し
た
た
め
自
然
発

火
し
た
も
の
、ま
た
、揚
げ
玉
に
つ
い
て
は
、

積
み
重
ね
て
放
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、酸
化

熱
が
発
生
し
自
然
発
火
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
通
常
、油
は
酸
素
に
触
れ
る
と
酸
化
反
応

を
起
こ
し
、そ
の
時
に
発
生
し
た
熱
が
蓄
積

さ
れ
て
い
く
と
高
温
状
態
と
な
り
自
然
発

火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ク
ッ
キ
ン
グ
ペ
ー

パ
ー
や
ぞ
う
き
ん
に
天
ぷ
ら
油
を
染
み
込
ま

せ
て
ご
み
袋
を
密
閉
し
た
り
、ご
み
箱
に
捨

て
た
り
し
た
場
合
に
も
酸
化
熱
が
発
生
し
、

自
然
発
火
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

 

３
　
あ
な
た
は
、油
処
理
を

　
　
　
　
　
　
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？

　
お
い
し
い
料
理
を
作
っ
た
後
の
油
の
処
理

は
少
々
厄
介
と
思
っ
て
い
る
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
。で
も
、そ
の
ま
ま
流
し
に
捨
て
る
こ
と

は
環
境
の
こ
と
を
考
え
て
も
で
き
ま
せ
ん
ね
。

そ
こ
で
、多
く
の
方
は
油
を
固
め
る
も
の
や
、

シ
ー
ト
な
ど
に
吸
い
込
ま
せ
て
燃
え
る
ご
み

と
し
て
捨
て
る
こ
と
が
で
き
る
油
処
理
製
品

を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
そ
こ
で
、油
処
理
製
品
使
用
時
の
注
意
点
！

各
製
品
に
は
、油
の
温
度
は
何
度
以
下
で
使

用
し
て
く
だ
さ
い
、ま
た
は
、冷
た
い
温
度
専

用
等
の
注
意
書
き
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
使

用
方
法
・
使
用
上
の
注
意
を
読
ん
で
か
ら
使

用
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。こ
れ
は
、高

温
で
使
用
し
た
際
に
は
油
は
酸
化
し
や
す

く
、そ
れ
を
ご
み
箱
や
ご
み
袋
に
捨
て
た
際

に
発
生
し
た
酸
化
熱
か
ら
自
然
発
火
す
る

こ
と
が
あ
る
た
め
で
す
。

 

４
　
天
ぷ
ら
油
火
災
を
防
ぐ
に
は

漓
天
ぷ
ら
や
揚
げ
物
を
す
る
と
き
は
、そ
の

　
場
を
離
れ
な
い
。
ど
う
し
て
も
離
れ
な
け

　
れ
ば
い
け
な
い
と
き
は
必
ず
火
を
止
め
る
。

滷
台
所
に
消
火
器
や
住
宅
用
自
動
消
火
装

　
置
を
設
置
す
る
。

澆
ガ
ス
コ
ン
ロ
は
、立
ち
消
え
安
全
装
置
、加

　
熱
防
止
装
置
な
ど

の
付
い
た
安
全
調
理
器
具
を
選
ぶ
の
も
一
つ

の
方
法
で
す
。

■
佐
渡
市
消
防
本
部

　これは、あくまでも表示上の取り扱いで
すので、本籍と住所が変更されるものでは
ありません。
　したがって、表示の変更で、ほかの関係機
関等の変更手続きは必要ありません。
　市民課　戸籍年金係 蕁63－5112

4月24日（月）から
住民票の住所と本籍は次のとおり表示します。

「00番地の△」→「00番地△」
「の」が削除されます。



17

ふ
れ
愛
・
さ
さ
え
愛 

介
護
教
室

　
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
佐
渡

　
〜
家
族
・
仲
間
・
地
域
の
つ
な
が
り
、支
え

あ
い
〜
を
め
ざ
し
て
、ひ
と
月
に
１
回
、「
ふ

れ
愛
・
さ
さ
え
愛 

介
護
教
室
」
を
行
い
ま
す
。

　
第
１
回
　
４
月

２７
日（
木
）

蘆
午
前
１０
時
〜
正
午
　

　
講
義
お
よ
び
実
習
「
介
護
の
基
本
の軈
き
軋」

蘆
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

　
認
知
症
の
家
族
の
集
い「
情
報
交
換
会
」

会
　
場
　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

※
半
日
の
み
の
参
加
で
も
結
構
で
す
。

参
加
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
　
保
健
医
療
課
　
老
人
保
健
係

　
　
蕁
６３
―
３
１
１
５

リ
ハ
ビ
リ
教
室

佐
渡
市
の
保
育
園
の

　
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
が

　
　
　
　
一
部
拡
大
さ
れ
ま
す

○
延
長
保
育
の
時
間
拡
大

　
今
ま
で
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
市
内
の
保
育
園

の
延
長
保
育
時
間
を
、
１８
年
度
か
ら
統
一
し

ま
し
た
。

（
早
朝
保
育
）午
前
７
時
３０
分
〜
午
前
８
時

（
夕
方
保
育
）午
後
４
時
〜
午
後
７
時

※
土
曜
日
は
早
朝
保
育
の
み
で
す
。

※
な
お
、午
後
６
時
か
ら
の
延
長
保
育
の
方

は
利
用
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

■
利
用
料
金

蘆
月
額
利
用（
月
１１
日
以
上
の
利
用
の
場
合
）

　
　
１
か
月
　
２
０
０
０
円

蘆
日
額
利
用（
月
１０
日
以
内
の
利
用
の
場
合
）

　
　
１
日
　
　   

１
０
０
円

蘆
緊
急
時（
１
日
に
つ
き
）　
１
０
０
円

○
一
時
保
育
の
実
施

　
佐
渡
市
で
は
こ
れ
ま
で
未
実
施
で
あ
り
ま

し
た
一
時
保
育
を
開
始
し
ま
す
。

■
実
施
施
設
　
夷
保
育
園
・
小
木
保
育
園

■
対
象
児
童
　
市
内
に
住
所
が
あ
る

　
　
満
１
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
の
児
童

■
利
用
目
的

漓
保
護
者
の
勤
務
時
間
が
断
続
的
な
た
め

　
保
育
が
困
難
と
な
っ
た
場
合

滷
保
護
者
の
病
気
や
事
故
、冠
婚
葬
祭
等
で

　
緊
急
的
・一
時
的
に
保
育
が
困
難
と
な
っ

　
た
場
合

澆
保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
と
し
、

　
心
身
と
も
に
負
担
を
和
ら
げ
る
た
め

■
利
用
日
数

前
記
漓
の
場
合

　
週
の
う
ち
、３
日
を
限
度
と
す
る
期
間

前
記
滷
の
場
合

　
月
の
う
ち
、
１４
日
を
限
度
と
す
る
期
間

前
記
澆
の
場
合

　
月
の
う
ち
、７
日
を
限
度
と
す
る
期
間

保
育
時
間�

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午

前
８
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

※
な
お
、保
護
者
の
就
労
時
間
等
に
よ
り
時

間
の
延
長
を
希
望
す
る
場
合
は
延
長
保
育

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

■
費
　
用

蘆
１
日（
４
時
間
を
超
え
る
場
合
）

　
　
１
８
０
０
円

蘆
１
日（
４
時
間
以
内
）

　
　
９
０
０
円

蘆
給
食
を
利
用
す
る
場
合
の
加
算
額（
１
日
）

　
　
３
歳
以
上
の
児
童
　
２
２
０
円

　
　
３
歳
未
満
の
児
童
　
３
８
０
円

○
乳
児
保
育
施
設
の
拡
大

　
両
津
地
区
で
は
、乳
児
保
育
は
梅
津
保

育
園
の
み
で
し
た
が
、湊
保
育
園
・
吉
井
保

育
園
で
も
実
施
し
ま
す
。
開
始
時
期
は
お

お
む
ね
６
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
課
　
児
童
福
祉
係

　
　
蕁
６３
―
５
１
１
３

　
日
常
生
活
に
は
り
あ
い
と
楽
し
さ
を
邇

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
す
る
た
め
に
、社

会
参
加
や
仲
間
づ
く
り
を
す
す
め
る
こ
と

に
よ
り
心
と
か
ら
だ
を
元
気
に
し
ま
す
。
お

お
よ
そ
月
１
回
ず
つ
、次
の
教
室
が
あ
り
ま

す
。

○
地
区
別
教
室（
相
川
・
佐
和
田
教
室
、

　
両
津
・
国
中
教
室
、南
部
教
室
）

○
プ
ー
ル
を
使
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
教
室

　（
ゆ
と
り
ぴ
あ
真
野
）

○
機
械
を
使
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
教
室

　（
畑
野
健
康
セ
ン
タ
ー
）

対
象
者
　
脳
卒
中
後
遺
症
者
や
リ
ウ
マ
チ
、

　
関
節
疾
患
等
の
方

内
　
容
　
健
康
相
談
、個
別
指
導
、

　
集
団
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　（
遊
び
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、外
出
、健
康
学
習
な
ど
）

※
教
室
に
よ
っ
て
多
少
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
　
保
健
医
療
課
　
老
人
保
健
係

　
　
蕁
６３
―
３
１
１
５

　
各
支
所
福
祉
保
健
課
ま
た
は
市
民
課
の

保
健
師
ま
で

石
綿
健
康
被
害
救
済
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た

　
石
綿
健
康
被
害
救
済
制
度
は
、石
綿（
ア

ス
ベ
ス
ト
）に
よ
る
健
康
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
お
よ
び
そ
の
遺
族
で
、労
災
補
償
等
の

対
象
と
な
ら
な
い
方
に
対
し
て
、救
済
給
付

の
支
給
を
行
う
制
度
で
す
。こ
の
制
度
の
対

象
と
成
る
病
気（
指
定
疾
病
）は
、ア
ス
ベ
ス

ト
に
よ
る
漓
中
皮
種（
が
ん
の
一
種
）、
滷
肺

が
ん
で
す
。
現
在
、こ
れ
ら
の
病
気
に
か
か
ら

れ
て
い
る
方
、制
度
が
始
ま
る
前
に
こ
れ
ら

の
病
気
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
遺
族
が
、認

定
の
申
請
や
給
付
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
佐
渡
地
域
振
興
局
　
健
康
福
祉
環
境
部

　  

（
佐
渡
保
健
所
）　
蕁
７４
―
３
４
０
７

健
康
に
関
す
る
こ
と

　
市
役
所
　
保
健
医
療
課
　
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　  

蕁
６３
―
３
１
１
５
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▲昨年9月11日（日）、新潟県・佐渡市合同防災訓
練に佐渡市赤十字奉仕団、日赤関係団体が炊
出し訓練や避難訓練に参加しました。

▲昨年8月に河原田海水浴場で水上安全法短期
講習会を開催しました。

▲昨年７月に栗野江にある「こがね荘」でＪＲＣ加盟
校の小・中学生が赤十字活動についての理解を
深めるため合宿を行いました。

音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

平
成
１８
年
度『
日
本
赤
十
字
社
費
』

納
入
の
お
願
い

入
院
時
の
食
事
の
負
担
が

一
食
単
位
に
変
更
さ
れ
ま
す

　
日
本
赤
十
字
社
は
、国
内
外
で
災
害
救

護
活
動
事
業
、血
液
事
業
、交
通
安
全
事
業

等
幅
広
く
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、こ
れ
ら

の
財
源
は
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
毎
年
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
社
費
や
寄
付
金
で
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
８
月
こ
ろ
ま
で
に
各
地
区
で

社
資（
５
０
０
円
程
度
）の
お
願
い
に
伺
い
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
　
社
会
福
祉
課

　
　
蕁
６３
―
５
１
１
３

　
ま
た
は

　
各
支
所
福
祉
保
健
課
な
ら
び
に
市
民
課

○
な
お
、昨
年
度
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
付
い
た

だ
い
た
日
本
赤
十
字
社
費
の
総
額
は
、

１
０
１
６
万
９
２
０
１
円
で
し
た
。ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
募
金
は
、次
の
活
動
な
ど
を
行

う
た
め
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、「
音

声
訳
奉
仕
員
養
成
講
座
」
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

　
１７
年
度
養
成
講
座
を
受
講
し
た
人
、ま
た

は
音
声
訳
の
基
礎
知
識
を
有
し
て
い
る
人

講
　
師（
日
盲
社
協
認
定
音
訳
指
導
員
）

　
大
井
京
子
さ
ん

　
小
林
喜
代
子
さ
ん

日
　
時
　
６
月
１６
日（
金
）、
２３
日（
金
）、

　
７
月
７
日（
金
）、
１４
日（
金
）、
２１
日（
金
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

会
　
場 

両
津
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
く
な
げ

定
　
員 

２０
名
程
度

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
法
人

　
新
潟
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

　
　
蕁
０
２
５
―
３
８
１
―
８
１
３
０

◇新潟県･佐渡市主催
　合同防災訓練に
　　　  佐渡市赤十字奉仕団が参加

◇佐渡市地区青少年赤十字主催
　青少年赤十字トレーニングセンター
　　　　　　　　　　　   での合宿

◇日赤 安全奉仕団主催
　　　　　 水上安全法短期講習会

　
入
院
し
た
と
き
に
医
療
機
関
窓
口
に
支

払
う
食
事
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
、今
ま
で

は
一
日
単
位
で
の
金
額
で
計
算
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
一
食
単

位
の
金
額
へ
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

一
食
あ
た
り
の
標
準
負
担
額（
４
月
１
日
〜
）

○
一
　
般
　
　
　
２
６
０
円

○
低
所
得
者
※１

 

蘆
低
所
得
蠡（
過
去
１２
か
月
の
入
院
日
数
）
※２

　
９０
日
ま
で
の
入
院
　
　
　
２
１
０
円
　

　
９１
日
以
降
の
入
院
　
　
　
１
６
０
円

 

蘆
低
所
得
蠢
　
　
　
　
　  

１
０
０
円

※１ 

低
所
得
者
の
人
が
医
療
機
関
窓
口
で
低

所
得
の
金
額
で
支
払
う
に
は
「
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
の
提
示
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
申
請
し
て
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

必
要
な
も
の
　
印
か
ん
・
保
険
証
・
老
人
保

　
健
受
給
者
証（
交
付
さ
れ
て
い
る
人
の
み
）

※２ 

過
去
１２
か
月
間
で
９０
日
を
超
え
る
入
院

が
あ
る
場
合
も
別
に
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

必
要
な
も
の
　
印
か
ん
・
領
収
書
な
ど
入

院
期
間
を
確
認
で
き
る
書
類
・
保
険
証
・

老
人
保
健
受
給
者
証（
交
付
さ
れ
て
い
る

人
の
み
）・
減
額
認
定
証（
交
付
さ
れ
て
い

る
人
の
み
）

　
や
む
を
得
ず
減
額
認
定
証
を
提
示
で
き

ず
に
食
事
代
を
一
般
の
金
額
で
支
払
っ
た
人

は
申
請
す
る
と
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

必
要
な
も
の
　
印
か
ん
・
領
収
書
・
振
込
口
座

問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
　
市
民
課
　
国
民
健
康
保
険
係

　
　
蕁
６３
―
５
１
１
２

　
各
支
所
国
民
健
康
保
険
担
当
係

低
所
得
者
蠡
…
住
民
税
が
非
課
税
世
帯 

の
人
の
こ
と
で
す
。

低
所
得
者
蠢
…
世
帯
全
員
が
住
民
税
非 

 

課
税
で
、世
帯
の
各
所
得
が
必
要
経
費
・

控
除（
年
金
所
得
は
控
除
額
を
６５
万
円

で
計
算
）を
差
し
引
い
た
と
き
に
０
円
に

な
る
、
７０
歳
以
上
の
高
齢
受
給
者
・
老
人

医
療
受
給
者
の
こ
と
で
す
。
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合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
金
制
度
に
つ
い
て

排
水
設
備
助
成
金･

利
子
補
給

制
度･

家
庭
用
汚
水
ポ
ン
プ

補
助
制
度
に
つ
い
て

道
路
を
美
し
く

　
春
の
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
道
路
は
、皆
さ
ん
が
利
用
す
る
、生
活
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
農
耕
車
等
で
道
路
を
通
行
す
る
際
は
、

土
な
ど
を
取
り
除
い
て
道
路
を
汚
さ
な
い

よ
う
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
役
所
　
建
設
課

○
一
戸
あ
た
り
３
万
円
の
助
成
制
度
が
あ
り

ま
す

　
現
在
使
用
中
の
、く
み
取
り
便
所･

単
独

処
理
浄
化
槽･

合
併
処
理
浄
化
槽
の
い
ず
れ

で
も
公
共
ま
す
に
接
続
す
る
工
事（
排
水

設
備
工
事
）を
行
い
、後
日
申
請
さ
れ
ま
す

と
一
戸
あ
た
り
３
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

　
な
お
、次
の
利
子
補
給
制
度
が
あ
り
ま

す
が
、こ
れ
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

助
成
制
度
か
利
子
補
給
制
度
の
い
ず
れ
か

を
選
択
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
融
資
あ
っ
せ
ん
お
よ
び
利
子
補
給
制
度

が
あ
り
ま
す

　
排
水
設
備
工
事
を
行
う
方
で
、融
資
あ
っ

せ
ん
お
よ
び
利
子
補
給
の
申
請
を
し
、融
資

あ
っ
せ
ん
の
決
定
を
受
け
た
方
は
、排
水
設

備
工
事
の
た
め
の
借
入
金
の
利
子
相
当
分
を
、

後
日
佐
渡
市
が
補
助
し
ま
す（
結
果
的
に

は
無
利
子
融
資
と
同
様
と
な
り
ま
す
）。
貸

付
限
度
額
は
１
０
０
万
円
で
す
。

○
自
家
用
汚
水
ポ
ン
プ
設
備
等
設
置
補
助

制
度
が
あ
り
ま
す

　
排
水
設
備
工
事
を
行
う
方
で
、低
地
で

あ
る
た
め
、汚
水
ポ
ン
プ
設
置
以
外
の
方
法

で
は
、汚
水
を
公
共
下
水
道
に
排
除
す
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
に
は
、家
庭
用
汚
水
ポ
ン

プ
の
一
部
を
補
助
し
ま
す（
限
度
額
５０
万
円
）。

な
お
、補
助
事
業
完
了
後
の
電
気
代
を
含

む
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
、補
助
事
業
者

（
設
置
者
）の
負
担
と
な
り
ま
す
。

 

ご
利
用
で
き
る
方
は

 
次
の（
１
）〜（
４
）の
す
べ
て
を

　
満
た
し
て
い
る
方

 

（
１
）下
水
道
の
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
　

　
　 
内
に
完
成
す
る
工
事
で
あ
る
こ
と

  

（
２
）建
物
ま
た
は
土
地
の
所
有
者

　
　 

（
受
益
者
）で
あ
る
こ
と

 

（
３
）市
税･

受
益
者
負
担
金
等
を
滞
納
　

　
　 

し
て
い
な
い
こ
と

  

（
４
）新
築
に
と
も
な
う
工
事
は
除
く

　
詳
し
く
は
、

　
　
本
庁 

下
水
道
課

　
　
　
蕁
５５
―
３
１
１
５

ま
た
は
、各
支
所 

上
下
水
道
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、生
活
排
水
に
よ
る
河
川
等
の
水

質
汚
濁
を
改
善
す
る
た
め
、炊
事･

洗
濯･

風
呂
の
「
生
活
排
水
」
と
「
し
尿
」
を
併
せ

て
処
理
す
る
家
庭
用
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
地
域

　
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
・
漁

業
集
落
排
水
事
業
の
認
可
区
域
外
の
地
域
。

た
だ
し
、許
可
区
域
で
あ
っ
て
も
７
年
供
用

開
始
が
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
地
域
は

対
象
と
し
ま
す
。

補
助
対
象
額

蘆
５
人
槽
　
　
　
　  

３７
万
５
０
０
０
円

蘆
６
〜
７
人
槽
　
　   

４３
万
８
０
０
０
円

蘆
８
〜
１０
人
槽
　
　   

５５
万
５
０
０
０
円

蘆
１１
〜
２０
人
槽
　 

１
０
４
万
４
０
０
０
円

※
申
請
等
に
あ
た
っ
て
は
、そ
の
他
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、各
支
所 

上
下
水
道
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
◎
佐
渡
市 

下
水
道
課
蕁
５５
―
３
１
１
５

自
動
車
税
が
全
国
の

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
で
き
ま
す

　
平
成
１８
年
度
か
ら
、全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
も

自
動
車
税
の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
郵
送
さ
れ
た
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

を
、次
の
コ
ン
ビ
ニ
に
持
参
し
て
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

日
　
時
　
５
月
１０
日（
水
）〜
５
月
３１
日（
水
）

※
６
月
１
日
以
降
は
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
利
用
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ

　
セ
ー
ブ
オ
ン

　
サ
ー
ク
ル
Ｋ

　
サ
ン
ク
ス

　
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

　
ロ
ー
ソ
ン

　
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
　

　
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア

問
い
合
わ
せ
先

　
佐
渡
地
域
振
興
局
　
県
税
部
　
収
税
課

　
　
蕁
７４
―
３
３
１
０
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市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　
両
津
湊
地
区
・
両
津
小
学
校
の
と
な
り
に

あ
り
ま
す
「
市
営
湊
駐
車
場
」
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？

　
両
津
港
や
湊
商
店
街
か
ら
も
近
く
、と
て

も
便
利
な
駐
車
場
で
す
。

　
ご
利
用
方
法
は
簡
単
で
す
。
機
械
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
に
従
い
、入
る
時
に
駐
車
券
を
受
け

取
り
、出
る
時
に
駐
車
券
を
機
械
に
入
れ
、

表
示
さ
れ
た
金
額
を
入
れ
て
精
算
す
る
２４

時
間
営
業
の
自
動
機
械
式
有
料
駐
車
場
で

す
。
ま
た
、１
か
月
５
０
０
０
円
で
定
期
利
用

も
で
き
ま
す（
定
期
利
用
は
お
申
し
込
み
い

た
だ
く
と
、定
期
券
を
発
行
し
ま
す
）。

 

　
詳
し
く
は
両
津
支
所
建
設
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
　
両
津
支
所 
建
設
課

　
　
蕁
２７
―
２
１
１
７

ア 

真
浦
団
地（
赤
泊
地
区
）

○
所
在
地
　
真
浦
１
３
９
番
地
８

○
規
格
　
木
造
２
階
建
て
、３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

　
平
成
６
年
度
建
設

○
募
集
戸
数
　
１
戸

○
家
賃
　
月
額
２
万
２
０
０
０
円
〜

　
　
　
　
４
万
８
４
０
０
円

イ 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅 

真
浦
団
地

　（
赤
泊
地
区
）

○
所
在
地
　
真
浦
１
３
９
番
地
８

○
規
格
　
木
造
平
屋
建
て
、１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

　
平
成
９
年
度
建
設

○
募
集
戸
数
　
１
戸

○
家
賃
　
月
額
１
万
９
０
０
０
円

 

入
居
資
格

 

蘆
「
ア 

真
浦
団
地
」
は
漓
、滷
、澆
、潸
に

  

　
該
当
す
る
こ
と

 

蘆
「
イ 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
真
浦
団
地
」

　
　
は
漓
、潺
に
該
当
す
る
こ
と

 

漓
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
か
、

　
住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、公
租
公
課

　（
市
税
等
）を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

 

滷
同
居
す
る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
い
る

　
こ
と

 

澆
収
入（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控 

　
除
を
行
っ
た
額
）の
月
額
が
２０
万
円

　（
高
齢
者
世
帯
、障
害
者
が
い
る
世
帯
、

　
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

　
等
は
２６
万
８
０
０
０
円
）を
超
え
な
い
こ
と

 

潺
収
入（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

　
除
を
行
っ
た
額
）の
月
額
が
２０
万
円
以
上

　
６０
万
１
０
０
０
円
以
下
で
、自
ら
居
住
す

　
る
た
め
に
住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

　（
中
堅
所
得
者
層
が
対
象
）

 

潸
現
に
住
居
に
困
っ
て
い
る
こ
と

◎
申
し
込
み
方
法
　
市
役
所
建
設
課
も
し

　
く
は
各
支
所
の
窓
口
へ
、申
請
書
な
ど
必

　
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
期
限
　
５
月
２
日（
火
）午
後
５
時

◎
入
居
可
能
日
　
５
月
下
旬

　
入
居
に
際
し
て
は
、保
証
人
と
敷
金（
家

　
賃
の
３
か
月
分
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
　
建
設
課
　
建
築
住
宅
係

　
　
蕁
６３
―
５
１
１
８

 

も
し
く
は
各
支
所
建
設
課
・
建
設
水
道
課

市
営
湊
駐
車
場
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
！

み
な
と

1．入場後24時間以内の利用は1時間につき60円となります。

　（例）午前5時30分発、同日の午後6時30分着のカーフェリーの利用を想定

蘆午前4時55分に入車し、同日の午後6時50分に出車した場合、

　14時間×60円で840円の料金となります。

2．入場後24時間を超えた利用の場合は、超えた分の1時間につき40円となります。

　（例）午前5時30分発、翌日の午後6時30分着のカーフェリーの利用を想定

蘆午前4時50分に入車し、翌日の午後6時45分に出車した場合、

　午前4時50分～翌日の午前4時50分が24時間×60円で1，440円となり、その後の午前4時50分～同日

の午後6時45分が14時間×40円で560円になり、料金は2，000円となります。

市 営 湊 駐 車 場 料 金

金
井
・
佐
和
田
↓

渡辺
洋服店

佐渡東警察署佐渡東警察署

夷 本 町 通 り夷 本 町 通 り
ゴトーボ－シ● 太郎平●

●
五
泉
屋

●
両津
商工会

●

巴屋
●

両　　津　　港

北埠頭
有料駐車場
北埠頭
有料駐車場

花火時
立入禁止
花火時
立入禁止

佐渡地域振興局佐渡地域振興局

両
津
郵
便
局
●

●
両津大橋両津大橋

両津橋

加茂湖橋

●
市
役
所

　
両
津
支
所

南 　 　 　 線

南
線

南埠頭
駐車場

旅館
駐車場

●
湊保育園 JA

佐渡
●

●
消
防
署

新
潟
交
通

●両
津
小
学
校

●佐渡汽船
ターミナルビル

真野→

●
ゆたかや旅館

公園

●
湖畔の宿

吉田家

外城橋

両津病院●

●
ヤマトヤ

夷保育園●
北
光
堂
●

←大野亀・二ッ亀
太陽堂●

●
内田家具

本間組● ●
セイヒョー

●佐渡魚市場

●
両津
タクシー

●再会

加　　茂　　湖

●内航汽船●内航汽船

▲▲

▲▲

●● ●

●

●

●

至 水津・真野 →

至 水津・真野 →

至 水津 →

← 至 相川・
　 　 二ツ亀　

← 至 相川・
　 　 二ツ亀　
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平
成
１８
年
度

新
潟
県
警
察
官
採
用
試
験

少
年
の
事
件
で
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
の
声
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す

　
家
庭
裁
判
所
で
は
、少
年
事
件
に
よ
っ
て

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
か
ら
の
被
害
の
実
情
や

お
気
持
ち
を
お
聞
き
し
て
、少
年
審
判
手
続

き
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
新
潟
家
庭
裁
判
所
事
務
局

　
総
務
課
庶
務
係

　
　
蕁
０
２
５
―
２
６
６
―
３
１
７
１

　
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w

w
.courts.go.jp/

○
警
察
官
A（
大
学
卒
業
者
）採
用
試
験

受
験
資
格

　
昭
和
５１
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、今
年
の
１１

月
１
日
か
ら
勤
務
可
能
な
人

漓
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短
期
大
学

　
を
除
く
）を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成

　
１８
年
１０
月
３１
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込

　
み
の
人

滷
新
潟
県
人
事
委
員
会
が
漓
と
同
等
と
認

め
る
人

○
警
察
官
Ｂ（
大
学
卒
業
者
以
外
）採
用
試
験

受
験
資
格

　
昭
和
５３
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６３
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、今
年
の
１１

月
１
日
か
ら
勤
務
可
能
な
人

※
た
だ
し
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
除
く

漓
申
込
時
、学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学

　
校
に
在
学
中
の
人

滷
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短
期
大
学
を

　
除
く
）を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
１８
年

　
１０
月
３１
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

澆
新
潟
県
人
事
委
員
会
が
滷
と
同
等
と
認

　
め
る
人

○
警
察
官
Ａ（
大
学
卒
業
者
）採
用
試
験

　（
平
成
１９
年
４
月
採
用
予
定
）

受
験
資
格

　
昭
和
５２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

漓
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短
期
大
学
を

　
除
く
）を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
１９
年

　
３
月
３１
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

滷
新
潟
県
人
事
委
員
会
が
漓
と
同
等
と
認

　
め
る
人

□
受
付
期
間

　
５
月
１２
日（
金
）〜
６
月
５
日（
月
）

□
第
１
次
試
験
　
７
月
９
日（
日
）新
潟
市

□
最
終
合
格
発
表
　
９
月
１４
日（
木
）

□
受
験
案
内
等
の
配
布
開
始 

５
月
２
日（
火
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　
　
佐
渡
西
警
察
署
　
蕁
７４
―
０
１
１
０

　
　
佐
渡
東
警
察
署
　
蕁
２７
―
０
１
１
０

　
市
報
さ
ど
３
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
、使
用
済

み
乾
電
池
取
扱
所（
佐
和
田
地
区
）に
つ
い
て
記
載

漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
佐
和
田
地
区
で
は
セ
ー
ブ
オ
ン 

佐
和
田
店
に

お
い
て
も
使
用
済
み
乾
電
池
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お
わ
び
と
訂
正

6月10日贖 午後6：30開演（午後6：00開場）
蘆入場料：2,000円（全席指定）蘆会　場：アミューズメント佐渡 大ホール
　南こうせつさんと、日本における現在の中国楽器ブームの先駆けとなった
中国古箏（こそう）奏者の伍芳（ウー・ファン）さんのコンサートです。懐かし
の名曲から最新のヒット曲まで、皆さん誰もが一度は耳にした歌ばかりです。
また、コンサートを盛り上げようと、地元合唱団も参加します。ぜひお誘い合
わせのうえご来場ください。
蘆発売中（アミューズメント佐渡および島内プレイガイドにて）
蘆主　催：アミューズメント佐渡・新潟県・（財）自治総合センター

5月17日贓 
午後6：30開演（午後6：00開場）
蘆入場料： 指　定 6,500円　自　由5,500円　
　　　 　  学生自由  3,000円
蘆会　場： アミューズメント佐渡 大ホール
蘆発売中

（アミューズメント佐渡および
　　　　　　島内プレイガイドにて）

「宝くじまちの音楽会」

チケット
発売中

チケット
発売中

心のうた

　コンサート

■桜並木ライトアップ期間／4月14日贔～23日跣 19時～21時
　※スカイライン沿道500ｍ
■イベント期間／　　　　  4月22日贖・23日跣
　　　　　　　　　　　　昼の部蜷11時～15時
　　　　　　　　　　　　夜の部蜷20時～21時
■イベント内容／
　蘆鼓童メンバー特別出演「山口幹文・藤本容子」～篠笛と唄の響き～（23日のみ）
　蘆道遊の割戸特別公開（ガイド付・お一人300円）
　蘆伝統芸能披露・佐渡金山周辺の無料散策・露店・フリーマーケット・梅酒サービス
■会　　　　場／佐渡金山第3駐車場（雨天時相川体育館）
　☆臨時循環バス運行（無料）蜷佐渡会館⇔佐渡金山
　★問い合わせ先／佐渡観光協会相川支部 蕁74－2220�


